
 

 

 

 

早くも７月になろうとしています。 

今回は６月の活動の振返りと前号でもお知らせし

た「すらら」と「ＶＲ」について説明いたします。 

また、「NPO REVE」のホームページも閲覧できる

ようになりました。是非、ご覧ください。 

 

６月は「元気にあいさつしよう」を目標にしました。 

目標をよく意識して、ほとんどの生徒さんが来所時には元気な声で「こんにちは！」と言って

入室します。帰りの会の「振り返り」で「今日、元気にご挨拶できた人！」と聞くと 8 割以上の

生徒さんが元気に手をあげます。 

大きな声を出せない生徒さんも意識をしていることが伝わってきます。頑張りました！ 

 

 

 ６月は帰りの会で毎日「ＡＢＣソング」を元気に歌いました。 

 始めは曲に合わせて体を動かしているだけの生徒さんも、繰り返すうちに、いくつ

かのアルファベットを口ずさめるようになったり、いくつものアルファベットを発音

できるようになりました。みんなで楽しく歌いました。 

 

６月生まれの生徒さんは、中学 1 年生が二人、中学 3 年生が一

人の三人でした。 利用日がバラバラなので合同ではなく、誕生日

会を３回行いました。 

バースデーソングを歌ってジュースで乾杯。続いてビンゴ大会、

カラオケ大会と続きました。 カラオケはスタッフが知らない歌

が続出（笑）。 曲に合わせて見事な切れのあるダンスを披露してくれる生徒さんもいて感心しま

した。皆さん、成長しています。 お誕生日、おめでとうございました！ 

 

 「すらら」とは、ゲーム感覚で学習できる「対話型のオンライン

アニメーション教材」です。生徒さんたちはタブレットやパソコン

を使って、自分のＩＤやパスワードを入力し教材を選びます。 

 例えば、特別支援学級のＡさんは「足りない・多い」や「いま、

何時？」などを学習しました。画面に出てくるキャラクターの説明を聞いた後、問題を解き、正

解の場合は「ピンポン！ピンポン！」とキャラクターが褒めてくれ、次に進みます。困っている

ときはスタッフが支援しています。 

「ＶＲ」とは存じの通り、「Virtual Reality（人工現実感･仮想現実）」

の頭文字です。 プラスでは「emou」というVRプログラム

を使って「ソーシャルスキルトレーニング」を行っています。 

例えば、特別支援学校のＢさんは「自己紹介」の練習をＶＲ

で行った後、帰りの会で自己紹介を披露しました。みんなから  

 大きな拍手をもらいました。 
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